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(1) a 50 キロバーベルが挙げられる。
 b 大根おろしがとても辛くて食べることができない。
この「レル／ラレル」や「～デキル」が有標の形式であることは小矢野





(2) a いくら押しても窓があかない。 （ヤコブセン 1989）
 b いくら押しても窓があけることができない。




り体系的に考察するために、同時に、可能の意味を表せる (2a) と (3a) のよう
な無標識可能という、周辺に存在する可能表現も視野に入れる必要があると思
われる。






ン (1989)、石川 (1991)、井上 (1976)、張 (1998)、大崎 (2005)、姚 (2006) など）















標識可能文を判定する基準は、遅 (2013) と遅 (2014) による。この無標識可能
文の判定基準は、以下の通りである。ここでの何れかの基準を満たすものを無
標識可能文と判定する。










この【基準 2′】は、次の (6) を例にして説明すると、(6a) の肯定表現を (6b)


























































 (10) a アイロンをかけたら、ズボンのしわが伸びるだろう。
  b ハンドルが重すぎて回らない。
C 類：非情物の機能発揮
 (11) a この壷は大根 20 本が入る。




 (12) a  「～見えている状態なのですね。それなら、麻酔して、器具で挟ん
で、すぐに抜けますよ。麻酔の時間を含めても10分程で終わります。」
  b 学校までは通い慣れているから、自転車で往復は二十分も掛からない。
E 類：好ましい心理的変化の達成／不達成
















 (17) a あの西洋人は、手が天井に届くよ。
  b 大勢の人前で発言すると、落ち着かない。
B′類：相対能力
 (18) a うちの天井には手が届くけど、ここのは高いので、届かない。




 (20) a  官僚の仕事も同様で、まともに取り組んだら八幡の藪知らずに入り
こみ、周囲との摩擦を増やしてしまう。自分の関心や価値観は棚上
げにして、求められている役割を演じる方がうまくいく。





 (21) a  この車はボロボロだけど、ちゃんと修理の手間を加えれば、まだ走
るよ。
  b おうちの電気で車が走る？
F′類：話者が望む非情物の属性
 (22) a  この器械は通常の鉄製ものと違って、特殊な金属材料で作られてい
て錆びない。











































































































(31) あの西洋人は、手が天井に届くよ。 （再掲 (17a)）（A′類）
(32) 隙間が狭いので、体が入らない。 （再掲 (18b)）（B′類）
(33) おうちの電気で車が走る？ （再掲 (21b)）（E′類）
(34)  この器械は通常の鉄製ものと違って、特殊な金属材料で作られていて錆
びない。 （再掲 (22a)）（F′類）






















































(35) a 赤ん坊が花瓶を壊した。 （他動原型） ヤコブセン (1989)
 b 花瓶が壊れた。 （自動原型）
 c いくら押しても窓が開かない。 （無標識可能文）







(37) a  いくら押しても窓が開かない。
  B 類（再掲 (2a,23)）
 b  建築士も持っているとお仕事の幅も広がり
ます。 G類（再掲 (15)）
 c  あの西洋人は、手が天井に届くよ。












ところが、(b) と (c) に反するということは、あくまでも (37) のような典型
的な無標識可能文をもとに得られた結果である。実際には、無標識可能文の中
に、次の (38a,b) のような、この (b) と (c) に当てはまるように思われる場合も
ある 6。
(38) a （君は）いつか必ず運命の人に出会うよ。 （再掲 (19),(29)）
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考えられる。つまり、(38a) は (b) と (c) に当てはまると言える。また、(38b)
では、対象物としての「気持ち」が現実の時間において、緊張して静まらない
状態から静まった状態に変化したことが見られる。(38a,b) のような無標識可
能文は (b) と (c) という意味的な特徴を有していると言えるが、これは有情物
の状態変化やタ形を取る場合での現象であり、無標識可能文の典型的な性格と
は言いにくい 7。このように、典型的な無標識可能文は、(b) と (c) のような意
味的な特徴を表さないが、(38) のような有情物の状態変化を表す事柄やタ形を





















叙述類型の分類及びその概念的な研究は、主に益岡 (1987, 2008) と影山
(2008) があげられる。
益岡 (1987) は叙述類型を、次の (39) のような対象の属性を叙述するタイプ
「属性叙述」(Property Predication) と、(40) のような広義のイベント（出来事）
を叙述するタイプ「事象叙述」(Event Predication)という2種類に分けている。


























































(43) a 咲子という名前の前山夫人は、女の子が一人あった。 （所有属性）
 b 弟は色々なスポーツができる。 （所有属性）



































a この壺は（*3 時から 4時まで／ *今日の 3時に）大根 20 本が入る。
 ×→属性叙述





















(51) a  最近思ったのは、今勉強してる分野の全体像をぼんやりとでも掴ま
ないと、（今から試験日まで）勉強がはかどらないじゃないかってこ
と。
  （再掲 (20b,30)）（期待実現型）
 b  自分は廊下を行ったり来たりしていて心を静めようとした。しか
し、（昨日は）しばらく経っても自分の気持ちは静まらなかった。













(52) a （* 昨日は）大勢の人前で発言すると、落ち着かない。 （再掲 (17b)
 a′（昨日は）大勢の人前で発言する時、（なかなか）落ち着かなかった。
  【基準 2○】
 b  北海道の冬は、海も川も凍りますが、（*今年は）水道管に電熱線を
巻いたりしているから、水道水は凍らない。 （再掲 (22b)）
 b′  北海道の冬は、海も川も凍りますが、（今年は）水道管に電熱線を
巻いたりしているから、水道水は（なかなか）凍らなかった。




































































  (A) a（交通渋滞の状況にいる人）「仕事に（とうてい／とても）間に合わない ！」





















5  ヤコブセン (1989) は、この「自発原型」をまた「自動原型」とも呼び、典型的な自
動詞文を指すとしている。
6  (38b) について、「（前略）気持ちが（なかなか）静まらなかった。【基準 2○】」とい
う判断結果が得られるので、基準 2′によって、(38b) は無標識可能文と判定できる。
7  (38b) のように、タ形を取ることで、その性質に影響を与えるということは、有標識
可能文にも見られるような現象である。この点については、4-2 節で述べることにす
る。
8  益岡 (1987) が指摘しているこの「静的事象叙述」と「動的事象叙述」は、それぞれ
次の (Ca) と (Cb) のようなものを指している。
  (C) a その近くにT大のロケット研究所がある。（静的事象叙述）（益岡 (1987)）
   b もうすぐ褕病院の「賞与式」の日が来る。（動的事象叙述）（益岡 (1987)）
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The Properties of Unmarked
Potentials in Modern Japanese
Chi  Jiaojie
　现代日语的可能表现中，除「食べられる、見える、～できる」这类使用可能动词
的有标可能文之外，还有一种如下文 (1a) 和 (2a) 般，在意义不变的情况下，可以转
换成使用可能动词形式的可能文。这种同样表现了可能的意义，却不使用可能动词，
形式上与一般自动词文无异的可能文被称为无标可能文。
 (1) a いくら押しても窓があかない。
  b いくら押しても窓があけることができない。
 (2) a ボロボロの車だが修理の手間を加えれば、まだ走る。
  b ボロボロの車だが修理の手間を加えれば、まだ走れる。
　了解这种无标可能文的性质，对于从整体上理解和把握现代日语可能表现的结构体
系，具有重要意义。可是，目前鲜见这种关于日语无标可能文的先行研究，并且关于
它的性质的分析阐述尚不够明确。本文，以上述中的 (1a) 和 (2a) 这种无标可能文作
为研究对象，通过分别分析它的分类之间的内部关系，和与之形式上一致的一般性自
动词文之间的外部关系，旨在明确阐述无标可能文的性质。
　结论是，①从无标可能文的两大分类，即有对自动词无标可能文和无对自动词无标
可能文的关系看，有对自动词无标可能文的分类中包括有表现「达成」意义的「意图
实现」型，可是无对自动词无标可能文没有这一种类，无法表现「达成」的意义。其
原因在于有对自动词无标可能文具有表现「他动性」意义的语义环境，而无对自动词
无标可能文没有。②无标可能文的「意图实现」型这一分类包含有意图性意义的这一
语义特点，与有标可能文一致，可视作与之具有相近关系的无标可能文。而除此外的
「期待实现」型，「人类所有能力」型，「性能（特性）发挥」型，均不具备意图性的
语义特点，可视作与有标可能文具有相离关系的无标可能文。③无标可能文形式上与
一般性自动词文一致，可是在「对象物发生变化」以及这种「变化在现实时间内发生 
」这两点上与之相异，应该被视作区别于一般性自动词文的自动词文。④从叙述类型
的观点来分析无标可能文的性质特点，所得结论是它是倾向于属性叙述式的日语表现
形式。
